
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
は
、

２
月
２
４
日
、
長
年
続
い
た
京
王
電
鉄

と
の
労
働
争
議
の
全
面
和
解
が
成
立
し
、

労
働
委
員
会
で
調
印
し
ま
し
た
。
２
０

０
９
年
か
ら
続
い
た
争
議
は
終
結
と
な

り
ま
す
。

長
年
の
争
議
支
援
に
、
感
謝
い
た
し

ま
す
。

京
王
新
労
組
は
、
公
共
交
通
企
業
で

あ
る
京
王
電
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
京
王

グ
ル
ー
プ
各
社
に
対
し
、
労
働
者
の
権

利
を
認
め
さ
せ
「
明
る
い
展
望
と
希
望

の
持
て
る
職
場
に
す
る
こ
と
が
住
民
の

足
で
あ
る
バ
ス
・
電
車
の
安
全
を
確
保

す
る
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
こ
と
を
求

め
、
建
交
労
東
京
に
加
盟
し
、
活
動
し

て
き
ま
し
た
。

京
王
電
鉄
は
、
バ
ス
部
門
の
大
幅
な

労
働
条
件
低
下
を
伴
う
分
社
の
提
案
を
、

２
０
０
０
年
に
連
合
労
組
に
対
し
行
な

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
京
王
電
鉄

バ
ス
部
門
の
労
働
者
は
、
反
対
闘
争
を

展
開
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
０
１

年
に
、
連
合
労
組
が
臨
時
大
会
で
分
社

に
合
意
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
私
達
は

連
合
労
組
を
脱
退
し
、
京
王
新
労
組
を

結
成
し
ま
し
た
。

京
王
電
鉄
は
京
王

新
労
組
結
成
直
後
か

ら
、
組
合
員
だ
け
に

一
時
金
不
支
給
を
繰

り
返
し
、
攻
撃
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
２
０
０
２

年
に
分
社
を
強
行
し

た
際
に
は
、
組
合
員

全
員
か
ら
仕
事
を
奪

う
と
い
う
暴
挙
を
重

ね
ま
し
た
。
そ
の
争

議
も
み
な
さ
ん
の
支

援
を
も
っ
て
２
０
０

５
年
に
は
全
員
が
職

場
復
帰
す
る
和
解
を

勝
ち
取
り
ま
し
た
。

京
王
電
鉄
と
そ
の

支
配
下
に
あ
る
京
王
グ
ル
ー
プ
各
社
は
、

職
場
復
帰
後
も
、
労
働
組
合
の
本
来
の

役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
京
王
新
労
組

を
敵
視
し
、
再
び
不
当
な
攻
撃
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
度
、
争
議
の
終
結
を

も
っ
て
京
王
新
労
組
を
会
社
に
正
式
に

認
め
さ
せ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
和
解
で
は
、
残
念
な
が
ら
個
々

の
組
合
員
の
差
別
是
正
を
実
現
す
る
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
組
合
と
会

社
と
の
間
で
労
働
協
約
を
締
結
し
、
安

定
し
た
労
使
関
係
を
実
現
す
る
こ
と
に

よ
り
、
良
好
な
職
場
環
境
を
確
保
し
、

労
動
条
件
の
維
持
・
向
上
を
図
る
と
い

う
労
働
組
合
の
存
在
意
義
を
実
現
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
雇

用
の
安
定
と
働
く
者
の
健
康
の
保
持
・

向
上
を
達
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

労
使
と
も
に
努
力
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

全
面
解
決
を
踏
ま
え
て
、
京
王
新
労

組
は
、
引
き
続
き
バ
ス
労
働
者
の
生
活

と
健
康
を
守
る
た
た
か
い
を
進
め
、
争

議
を
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
市
民
、
労

働
者
・
労
働
組
合
と
と
も
に
、
働
く
者

の
権
利
拡
大
、
労
働
条
件
向
上
を
実
現

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
い
っ
そ
う
強

化
す
る
決
意
で
す
。

【
バ
ス
関
連
支
部(

京
王
新
労
組)

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】

「
賃
金
闘
争
の
推
進
で

物
価
高
騰
を
乗
り
越
え

よ
う
い
ま
こ
そ
建
交
労

の
総
力
を
発
揮
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
建
交
労

は
３
月
２
日
（
木
）

「
建
交
労
２
０
２
３
年

春
闘
中
央
決
起
集
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

衆
議
院
第
２
会
館
多

目
的
会
議
室
に
、
全
国

の
仲
間
約
１
０
０
名
が

集
い
ま
し
た
。
主
催
者

挨
拶
で
角
田
季
代
子
執

行
委
員
長
は
「
物
価
高

騰
が
止
ま
ら
な
い
中
、

大
幅
賃
上
げ
を
推
進
し

て
労
働
組
合
の
役
割
を

発
揮
し
よ
う
。
組
合
員

の
生
活
を
守
る
と
り
く

み
を
展
開
し
よ
う
」
「
岸
田
政
権
の
大

軍
拡
・
大
増
税
は
絶
対
に
認
め
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
で

日
本
経
済
を
死
の
商
人
に
売
り
渡
し
、

戦
争
国
家
づ
く
り
を
止
め
さ
せ
る
運
動

を
各
地
で
と
り
く
も
う
（
建
交
労
２
０

２
３
春
闘
・
月
間
推
進
ニ
ュ
ー
ス
№
６

よ
り
）
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、
全

国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
筒
井
幹
事
、
北
海
道

鉄
道
本
部
武
田
委
員
長
、
全
国
学
童
保

育
部
会
立
嶋
部
会
長
、
福
岡
県
本
部
緒

方
書
記
長
、
東
京
都
本
部
遠
藤
書
記
長
、

大
阪
府
本
部
藤
川
執
行
委
員
が
、
各
組

織
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
決

意
表
明
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
集
会
後

は
全
労
連
の
決
起
集
会
の
他
、
、
建
交

労
建
設
産
別
委
員
会
（
ダ
ン
プ
部
会
、

生
コ
ン
部
会
、
労
職
部
会
、
重
機
部
会
、

建
設
現
場
部
会
、
建
設
・
関
連
部
会
）

が
第
３
８
次
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
要
請
行
動

を
実
施
。
ダ
ン
プ
の
過
積
載
根
絶
や
、

ミ
キ
サ
ー
車
の
バ
ッ
ク
時
に
お
け
る
誘

導
員
の
配
置
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
建

設
業
界
を
目
指
し
要
請
し
ま
し
た
。
ま

た
、
全
国
学
童
保
育
部
会
、
鉄
道
本
部
、

全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
は
、
厚
労
省
や
国

交
省
、
議
員
要
請
行
動
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
全
組
合
員
で
取
り
組
ん
だ
厚
労

大
臣
宛
個
人
請
願
署
名
は
４
９
０
１
筆

集
約
し
ま
し
た
。
集
会
前
に
は
、
全
労

連
女
性
部
が
東
京
駅
前
で
早
朝
の
菜
の

花
行
動
を
開
催
し
、
そ
の
後
、
内
閣
府

に
対
し
要
請
行
動
を
実
施
。
建
交
労
女

性
部
が
結
集
し
ま
し
た
。
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バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
２
・
２
４
都
労
委
に
て
和
解
成
立



鉄
道
東
日
本
本
部
は
、

３
・
９
全
国
統
一
行
動
と

し
て
昨
年
同
様
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
本
社
前
で
抗
議
宣
伝
行

動
を
展
開
し
ま
し
た
。
午

後
１
時
よ
り
新
宿
駅
西
側

の
Ｊ
Ｒ
貨
物
本
社
前
に
鉄

道
東
京
地
本
や
神
奈
川
、

埼
玉
、
宮
城
や
岩
手
地
本

の
組
合
員
、
東
海
や
西
日

本
の
鉄
道
本
部
の
役
員
も

結
集
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
対

し
大
幅
賃
金
引
き
上
げ
を

は
じ
め
労
働
条
件
改
善
を

求
め
ま
し
た
。
貨
物
会
社

に
導
入
さ
れ
て
い
る
新
人

事
制
度
は
職
群
に
よ
っ
て

大
き
な
格
差
が
生
ま
れ
、
多
く
の
社

員
か
ら
不
平
・
不
満
が
湧
き
上
が
っ

て
い
ま
す
。
特
に
昇
給
額
が
６
割
と

な
っ
て
い
る
運
転
士
が
多
数
を
占
め
、

昇
格
試
験
を
受
け
て
も
落
と
さ
れ
続

け
目
標
を
見
失
い
か
け
て
い
ま
す
。

鉄
道
本
部
は
、
「
安
全
を
担
う
職

場
・
職
種
に
は
な
じ
ま
な
い
」
制
度

で
あ
る
と
主
張
し
、
試
験
制
度
を
廃

止
し
自
動
昇
格
と
す
る
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。
ま
た
要
員
不
足
も
深
刻

で
災
害
時
な
ど
は
途
中
駅
で
長
時
間

止
め
ら
れ
、
代
替
要
員
が
い
な
い
と

１
０
時
間
も
２
０
時
間
も
機
関
車
に

缶
詰
め
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
態
を
解
消
す
る
た
め
早
急

に
運
転
士
の
要
請
な
ど
を
求
め
て
い

ま
す
。
支
援
に
は
建
交
労
中
央
本
部

や
都
本
部
の
役
員
が
駆
け
つ
け
「
定

期
昇
給
を
削
減
す
る
と
聞
い
た
が
貨

物
会
社
役
員
は
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
働
く
労

働
者
の
生
活
が
出
来
な
い
と
い
う
声

を
き
い
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し

た
。

【
鉄
道
東
京

井
上

敏
】

３
月
４
日
（
土
）
東

京
青
年
部
は
東
京
都
本

部
の
会
議
室
に
て
、
第

２
２
回
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
神
田
支

部
や
関
東
支
部
、
鉄
道

東
京
の
仲
間
を
は
じ
め
、

東
京
地
評
青
年
協
議
長

の
千
保
法
之
さ
ん
、
建

交
労
全
国
青
年
部
の
山

内
理
恵
副
部
長
が
来
賓

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
秋
山
青
年
部
長
は
、

活
動
報
告
で
昨
年
は
反

核
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し

て
広
島
の
被
爆
者
山
田

玲
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
被
爆
体
験

を
聞
い
た
後
、
門
仲
駅
前
で
宣
伝
す

る
独
自
企
画
に
挑
戦
し
た
事
、
２
ヶ

月
に
１
回
委
員
会
を
開
催
し
交
流
を

深
め
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
積
極

的
に
活
動
し
た
１
年
だ
っ
た
と
報
告

し
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
全
国
青
年

部
や
東
京
地
評
青
年
協
に
結
集
し
な

が
ら
、
東
京
女
性
部
と
合
同
で
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
す
る
な
ど
楽
し

い
１
年
を
目
指
し
ま
す
。
多
く
の
青

年
の
皆
様
の
参
加
を
！
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東
京
女
性
部
は
、
２
月
１
１
日
、
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
８
名
が
参
加
し
て
、

定
期
大
会
を
ひ
ら
き
ま
し
た
。

東
京
青
年
部
長
の
秋
山
さ
ん
の
来
賓

挨
拶
に
続
き
、
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

紹
介
さ
れ
、
江
部
事
務
局
長
か
ら
は
、

憲
法
カ
フ
ェ
開
催
を
は
じ
め
と
す
る
活

動
経
過
と
共
に
、
岸
田
政
権
の
戦
争
国

家
づ
く
り
に
反
対
し
、
仕
事
と
生
活
を

両
立
さ
せ
る
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
な
ど

の
運
動
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

「
大
手
建
設
現
場
で
は
、
行
政
や
民
間

検
査
機
関
で
、
検
査
を
リ
モ
ー
ト
で
も

可
能
に
す
る
動
き
が
あ
る
、
資
材
の
高

騰
・
不
足
の
影
響
に
よ
り
資
材
の
代
替

品
の
使
用
が
す
す
ん
で
い
る
」
の
報
告

に
、
建
物
の
品
質
を
危
ぶ
む
声
。

「
職
場
で
の
男
性
の
セ
ク
ハ
ラ
発
言
に

注
意
を
す
る
が
、
自
覚
が
な
く
、
な
か

な
か
理
解
さ
れ
な
い
。
」
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
車
内
販
売
の
職
場
で
は
、
非
正
規
で

も
正
規
に
は
な
り
た
が
ら
な
い
事
や
、

限
定
正
社
員
の
部
署
で
も
矛
盾
が
出
て

い
る
。
」

「
同
性
婚
を
め
ぐ
る
秘
書
官
発
言
は

許
せ
な
い
。
子
供
を
産
む
・
産
ま
な
い

事
な
ど
自
分
の
経
験
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
差
別
を
な
く
し
た
い
。
」
等
活
発
な

討
論
が
行
わ
れ
、
今
後
一
年
間
の
奮
闘

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川

陽
子
】

※
支
部
・
分
会
へ
郵
送
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
女
性
組
合
さ
ん
対
象
の
「
建
交
労

女
性
部
２
０
２
３
つ
な
が
ろ
う
ア
ン
ケ
ー

ト
」
（
Ａ
３
サ
イ
ズ
）
へ
の
ご
協
力
を
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

〆
切
：
５
月
１
２
日
（
金
）

建
交
労
中
央
女
性
部
（
山
本
）
宛

バ
ス
関
連
支
部
は
２
月
１
０
日
に
京

王
電
鉄
バ
ス
株
式
会
社
（
京
王
電
鉄
の

子
会
社
）
に
対
し
要
求
書
を
提
出
し
組

合
主
張
を
行
い
ま
し
た
が
、
会
社
の
回

答
は
、
定
期
昇
給
は
実
施
す
る
が
、
一

時
金
は
２
０
％
カ
ッ
ト
と
大
変
厳
し
い

内
容
で
し
た
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

溜
め
込
ん
だ
利
益
を
崩
し
て
企
業
と
し

て
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
よ
う
主
張

し
ま
し
た
が
、
電
鉄
バ
ス
の
利
益
は
す

べ
て
土
地
や
建
物
に
化
け
て
お
り
、
取

り
崩
せ
る
溜
め
込
み
は
な
い
の
事
。
利

益
は
親
会
社
の
京
王
電
鉄
に
吸
い
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の

回
答
で
、
や
む
を
得
な
く
ス
ト
ラ
イ
キ

を
実
施
す
る
こ
と
を
通
告
し
ま
し
た
。

春
闘
の
「
見
え
る
可
」
を
求
め
、
京

王
電
鉄
本
社
前
で
ス
ト
ラ
イ
キ
集
会
を

行
い
、
シ
ン
ガ
ー
の
大
熊
氏
に
よ
る
ギ

タ
ー
と
歌
声
で
、
沿
道
の
注
目
を
集
め

ま
し
た
。
主
催
者
を
代
表
し
て
争
議
の

解
決
報
告
と
支
援
へ
の
お
礼
、
２
３
春

闘
で
「
物
価
高
騰
率
を
超
え
る
賃
金
上

げ
ろ
の
声
を
あ
げ
よ
う
！
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
建
交
労
中
央
本
部
、
都
本

部
、
国
民
春
闘
共
闘
、
東
京
春
闘
共
闘
、

三
多
摩
春
闘
共
闘
な
ど
の
代
表
が
挨
拶

し
「
物
価
高
騰
の
中
で
ス
ト
ラ
イ
キ
に

よ
っ
て
賃
上
げ
を
迫
ろ
う
！
軍
事
費
よ

り
生
活
保
障
へ
！
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
京
王
電
鉄
本
社
に
交
渉
に
入

り
、
親
会
社
が
責
任
を
果
た
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。
【
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王

新
労
組
）
執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】

■４月 ２日（日）１４時～建交労東京学

校／ラパスホール（大塚駅・新大塚駅）

■４月 ４日（火）１７時半～三多摩春闘

共闘２３春闘ターミナル宣伝／立川駅

■４月１５日（土）１４時～組織拡大検討

委員会／都本部７Ｆ会議室

■４月２４日（月）１３時～西東京バス賃

金差別是正裁判判決／東京地裁立川４０４

号法定

組合掲示板

東京青年部第２２回定期総会～集え門仲へ！言葉を交わそう、

みんなで語ろう一緒に目指そう強くあたたかい社会を！～


